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＜環境教育の基本的な考え方＞

人、自然、社会等、自分を取り巻く環境に関心を持ち、さらに人間活動と環境の関

わり方について総合的な理解と認識を身につけて、環境に配慮した生活や行動をとる

ことができる人間の育成を図る。そのための技能・知識・思考・判断力及び、よりよ

い環境を作る活動に主体的に参加する態度・能力を培う。

＜本校環境教育のねらい＞
上記の理念のもと、児童活動として「子供環境宣言」に取り組み、さらにそれをもとにＰ

Ａと連携し、家庭でもできる環境保全活動「わが家の環境宣言」を実践しています。

子供環境宣言

→各学級に掲示し、学級活動や

行事、日々の生活の中で意識

させます。

児童活動部が中心になり、実践の意義やこれまでの取り組みの経過を確認しながら、４月

の全校朝会を利用して全校児童が宣言します。

プログラム委員会と４～６学年の学級代表で構成される「さわやか会議」で、宣言実践の

ための方策を検討し合い、全校に呼びかけます。

わが家の環境宣言

作成方法等について、印刷物（下記参照）を

利用して各家庭に知らせ、取り組みへの意識

を高めます。決まった内容は、カード（右記

参照）に記録し１年間家庭に掲示して取り組

むとともに学校でも保管しておきます。

参観日で保護者への働きかけをするとともに、

児童へは全校朝会で途中経過の確認をしなが

ら実施への意欲を高めます。

３学期には、家庭での実践を振り返り、その

結果を学校に提出します。

提出されたものは、次年度の指導に生かしま

す。

自分の身の回りの人間や自然、社会に対する思いやりの心を育てる。

子供環境宣言

○ 緑を大切にし「思いやりの林」を守ります。

○ ごみは道路などに捨てず、ごみばこに入れます。

○ ものを大切に使います。

○ 明るく元気にあいさつします。



※取り組んだ成果を他の家庭での取り組みにも生かせるよう、「わが家の環境宣言新聞」にま

とめ、全家庭に配布します。その際、環境川柳への投稿も呼びかけ、応募作品を掲載しま

す。（次ページ参照）

これらを受けたＰＴＡ活動もあります。

★Ｐ Ｔ Ａ資源回収

※５月には、ＰＴＡ実行委員会が中心になって学区内の資源を回収します。印刷物を利用し

て学区民に協力を依頼し、保護者が自動車で回収に回ります。当日は、ＰＴＡ環境厚生委

員会が中心になって行う親子早朝奉仕作業（運動会のための校庭整備）もあるため、作業

に参加したたくさんの親子が、作業終了後に資源物整理に協力します。

＜わが家の環境宣言作成について＞

１ 作成方法

（１） 家族全員で会議を開く。

（２） 配布された用紙に決まったことを書く。

（３） １か月ごとに反省を記入する。

２ 作成例

○家族の構成や従事している仕事など、家庭の状況はさまざまです。

それぞれのご家庭の事情に合った環境宣言をしましょう。

※人・自然・社会との関わりの中で、私たちにできる環境保全活動は、いろいろあり

ます。小さなことでよいのです。家庭の事情に合わせた活動を考え、継続していき

ましょう。

例１ 家族全員で実践できる活動を

考える。

【具体的な活動】

・使わない電気は、消しておく。

・水は、出しっぱなしにしない。

・生ごみを出さないように、残さ

ず食べる。

・毎週１回、家族で近所のごみ拾

いをする。

・あいさつを交わし合う。

例２ 家族で役割を分担する。

【具体的な活動】

・母～トレイの保管

・私～トレイをスーパーマーケットに

届ける。

・父～空き缶・空き瓶の分類

・兄～電池の回収と回収場所への届け




